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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】紙巻きタバコなどの喫煙品用パッケージを提供
する。
【解決手段】喫煙品をチェンバー１０４から取り出すた
めの開口部１０６を画定する容器１００と、当該チェン
バー内から開口部を介して突出し、前部２１０および前
部の第１および第２側部からそれぞれ内方フレームの自
由端部２８０、２９０へと延びた第１および第２側部２
３０、２７０を有し、これら自由端部が容器の第１およ
び第２側部パネル１７０から離れ、容器の後部パネルと
当接する内方フレーム２００と、キャビティー３０４を
画定する蓋３００と、を含む喫煙品用パッケージ１であ
って、容器および／または蓋は繊維性材から製せられ、
その繊維性材の繊維は容器および／または蓋それぞれの
湾曲した縁部の長手方向と実質的に平行であり、内方フ
レームは、ラミネート加工された紙、ラミネート加工さ
れたカード、板紙、及びボール紙から選ばれる積層材か
ら製せられる。
【選択図】図１



(2) JP 3226018 U 2020.4.23

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　容器の前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネルおよびこれら容器の前部パ
ネル、後部パネルおよび第１側部および第２側部パネルを連結する湾曲した縁部を含み、
喫煙品用チェンバーと喫煙品をチェンバーから取り出すための開口部を画定する容器と、
　チェンバー内から開口部を介して突出した内方フレームであって、前部および前部の第
１および第２側部からそれぞれ内方フレームの自由端部へと延びた第１および第２側部を
有し、これら自由端部が容器の第１および第２側部パネルから離れ、容器の後部パネルと
当接する内方フレームと、　
　蓋の前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネルおよびこれら蓋の前部パネル
、後部パネルおよび第１側部および第２側部パネルを連結する湾曲した縁部を含み、キャ
ビティーを画定する蓋と、を含み、　
　蓋の後部パネルは、容器の後部パネルにヒンジ式に取り付けられ、蓋が容器に対して蓋
が前記キャビティー内に突出した内方フレームと共に開口部を塞ぐ閉鎖位置と蓋が開口部
を塞がない開放位置との間で移動できるようになっており、　
　容器および／または蓋は繊維性材から製せられ、その繊維性材の繊維の大半または全て
は、容器および／または蓋それぞれの湾曲した縁部の長手方向と実質的に平行であり、　
　内方フレームは、ラミネート加工された紙、ラミネート加工されたカード、板紙、及び
ボール紙から選ばれる積層材から製せられており、　
　内方フレームの第１および第２側部のそれぞれは、第１部分と第２部分を有し、前記第
１部分は容器の第１および第２側部パネルのそれぞれと実質的に平行で当接しており、前
記第２部分は容器の第１および第２側部パネルそれぞれから間隔を置いて位置し、内方フ
レームの自由端部を含み、　
　内方フレームの第１および第２側部のそれぞれは、第１および第２部分を接続する少な
くとも１つの面取りされた縁部を含み、当該少なくとも１つの面取りされた縁部と容器の
湾曲した縁部との間にスペースを画定する、喫煙品用パッケージ。　
【請求項２】
　第２部分は内方フレームの前部と実質的に平行であることを特徴とする請求項１記載の
パッケージ。　
【請求項３】
　第２部分は容器の後部パネルと実質的に平行であることを特徴とする請求項１または２
記載のパッケージ。　
【請求項４】
　第２部分は蓋が閉じた位置にあるとき蓋の後部パネルと当接することを特徴とする請求
項１乃至３いずれか１項記載のパッケージ。　
【請求項５】
　第１および第２部分のそれぞれは平坦であることを特徴とする請求項１乃至４いずれか
１項記載のパッケージ。　
【請求項６】
　容器および蓋の前部パネル、後部パネル、第１側部パネルおよび第２側部パネルは平面
であることを特徴とする請求項１乃至５いずれか１項記載のパッケージ。　
【請求項７】
　蓋の湾曲した縁部間で測定される蓋の前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パ
ネルそれぞれの幅は、容器の湾曲した縁部間で測定される容器の前部パネル、後部パネル
、第１および第２側部パネルそれぞれの幅に等しく、　
　蓋の前部パネルと第１側部パネル間、蓋の後部パネルと第１側部パネル間、蓋の前部パ
ネルと第２側部パネル間および蓋の後部パネルと第２側部パネル間の湾曲した縁部それぞ
れの半径は、容器の前部パネルと第１側部パネル間、容器の後部パネルと第１側部パネル
間、容器の前部パネルと第２側部パネル間および容器の後部パネルと第２側部パネル間の
対応する湾曲した縁部の半径に等しいことを特徴とする請求項１乃至６いずれか１項記載
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のパッケージ。　
【請求項８】
　内方フレームの前部は容器の前部パネルと実質的に平行であり、当接することを特徴と
する請求項１乃至７いずれか１項記載のパッケージ。　
【請求項９】
　内方フレームの前部は容器の前部パネルに固定されていることを特徴とする請求項１乃
至８いずれか１項記載のパッケージ。　
【請求項１０】
　内方フレームの自由端部は互いに離れていることを特徴とする請求項１乃至９いずれか
１項記載のパッケージ。　
【請求項１１】
　チェンバー内に一束の喫煙品を含み、内方フレームは喫煙品の束の周囲を少なくとも部
分的に延びていることを特徴とする請求項１乃至１０いずれか１項記載のパッケージ。　
【請求項１２】
　前記束は喫煙品と喫煙品の周囲を少なくとも部分的に延びているラッパーとを含むこと
を特徴とする請求項１１記載のパッケージ。　
【請求項１３】
　複数のブランクであって、これらブランクはそれぞれ１つ以上の所定の折り曲げ線を有
するシート材を含み、これらブランクは、請求項１乃至１０いずれか１項記載のパッケー
ジを形成するためにその折り曲げ線に沿って折り曲げ可能であり、互いに配置可能である
ブランク。　

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は紙巻きタバコなどの喫煙品用パッケージおよびそのようなパッケージを形成す
るために互いに配置可能なブランクに関する。　
【背景技術】
【０００２】
　紙巻きタバコなどの喫煙品は、容器と蓋とを含むパッケージに入って提供される。容器
は喫煙品を貯蔵するためのチェンバーおよび喫煙品をチェンバーから取り出す際の開口部
を画定し、蓋は開口部を選択的に封鎖するためのものである。　
【考案の概要】
【０００３】
　本考案の第１の態様は、喫煙品用パッケージを提供し、このパッケージは、　
　前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネルおよびこれら前部パネル、後部パ
ネルおよび第１側部および第２側部パネルを連結する湾曲した縁部を含み、喫煙品用チェ
ンバーと喫煙品をチェンバーから取り出すための開口部を画定する容器と、　
　チェンバー内から開口部を介して突出した内方フレームであって、前部および前部の第
１および第２側部からそれぞれ内方フレームの自由端部へと延びた第１および第２側部を
有し、これら自由端部が容器の第１および第２側部パネルから離れ、容器の後部パネルと
当接する内方フレームと、　
　前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネルおよびこれら前部パネル、後部パ
ネルおよび第１側部および第２側部パネルを連結する湾曲した縁部を含み、キャビティー
を画定する蓋と、を含み、　
　蓋の後部パネルは、容器の後部パネルにヒンジ式に取り付けられ、蓋が容器に対して蓋
が前記キャビティー内に突出した内方フレームと共に開口部を塞ぐ閉鎖位置と蓋が開口部
を塞がない開放位置の間で移動できるようになっている。　
【０００４】
　例示的な実施態様では内方フレームの第１および第２側部は、それぞれ容器の第１側部
パネルと第２側部パネルに当接する。　
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【０００５】
　例示的な実施態様では内方フレームの第１および第２側部のそれぞれは第１部分と第２
部分を有し、第１部分は容器の第１および第２側部パネルのそれぞれと実質的に平行であ
り、当接し、第２部分は容器の第１および第２側部パネルそれぞれから間隔を置いて位置
し、内方フレームの自由端部を含む。　
【０００６】
　例示的な実施態様では第２部分は内方フレームの前部と実質的に平行である。　
【０００７】
　例示的な実施態様では第２部分は容器の後部パネルと実質的に平行である。　
【０００８】
　例示的な実施態様では第２部分は蓋が閉じた位置にあるとき蓋の後部パネルと当接する
。
【０００９】
　例示的な実施態様では 内方フレームの第１および第２側部のそれぞれは湾曲した縁部
または第１および第２部分を接続する少なくとも１つの面取りされた縁部を含む。　
【００１０】
　例示的な実施態様では第１および第２部分のそれぞれは平坦である。　
【００１１】
　例示的な実施態様では容器および蓋の前部パネル、後部パネル、第１側部パネルおよび
第２側部パネルは平面である。
【００１２】
　例示的な実施態様では蓋の湾曲した縁部間で測定される蓋の前部パネル、後部パネル、
第１および第２側部パネルそれぞれの幅は、容器の湾曲した縁部間で測定される容器の前
部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネルそれぞれの幅に等しく、蓋の前部パネ
ルと第１側部パネル間、蓋の後部パネルと第１側部パネル間、蓋の前部パネルと第２側部
パネル間および蓋の後部パネルと第２側部パネル間の湾曲した縁部それぞれの半径は、容
器の前部パネルと第１側部パネル間、容器の後部パネルと第１側部パネル間、容器の前部
パネルと第２側部パネル間および容器の後部パネルと第２側部パネル間の対応する湾曲し
た縁部の半径に等しい。　
【００１３】
　例示的な実施態様では 内方フレームの前部は容器の前部パネルと実質的に平行であり
、当接する。　
【００１４】
　例示的な実施態様では内方フレームの前部は容器の前部パネルに固定されている。　
【００１５】
例示的な実施態様では内方フレームの自由端部は互いに離れている。　
【００１６】
　例示的な実施態様では内方フレームは積層材から製せられる。　
【００１７】
　例示的な実施態様では 容器および／または蓋は繊維性材から製せられ、その繊維性材
の繊維の大半または全ては、容器および／または蓋それぞれの湾曲した縁部の長手方向と
実質的に平行である。　
【００１８】
　例示的な実施態様では本考案のパッケージは、チェンバー内に一束の喫煙品を含み、内
方フレームは喫煙品の束の周囲を少なくとも部分的に延びている。　
【００１９】
　例示的な実施態様では 前記束は喫煙品と喫煙品の周囲を少なくとも部分的に延びてい
るラッパーとを含む。　
【００２０】
　本考案の第２の態様は複数のブランクを提供し、これらブランクはそれぞれ１つ以上の
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所定の折り曲げ線を有するシート材を含み、これらブランクは、本考案の第１の態様によ
るパッケージを形成するためにその折り曲げ線に沿って折り曲げ可能であり、互いに配置
可能である.　
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　添付図面を参照して本考案の実施態様をあくまで例示を目的として説明する。　
【図１】パッケージの略式斜視図である。
【図２】図１のパッケージの容器および内方フレームの略式断面図である。
【図３】別のパッケージの容器と内方フレームの略式断面図である。
【図４】さらに別のパッケージの容器と内方フレームの略式断面図である。
【図５】容器のチェンバー内に一束の喫煙品を有する図１のパッケージの略式斜視図であ
る。
【図６】図１に示すパッケージの容器と蓋を組み合わせたものが形成されるブランクを示
す。
【図７】図１に示すパッケージの内方フレームが形成されるブランクを示す。
【考案を実施するための形態】
【００２２】
　図１を参照すると本考案の実施態様によるパッケージ１の一例の略式斜視図が示されて
いる。パッケージ１は紙巻きタバコ、シガーまたはシガリロなどの喫煙品用のパッケージ
である。この例のパッケージ１は、容器１００と、内方フレーム２００と、蓋３００とを
含む。図２を参照すると図１のパッケージ１の容器１００と内方フレーム２００が断面略
式に示されている　
【００２３】
　容器１００は、前部パネル１１０と、後部パネル１５０と、第１側部パネル１３０と、
第２端部パネル１７０と、端部パネル(図示せず）とを含む。この例では前部および後部
パネル１１０、１５０は、容器１００の対向する主パネルであり、第１および第２側部パ
ネル１３０、１７０は、容器１００の対向する副パネルである。また容器１００は、容器
１００の前部パネル１１０、後部パネル１５０、第１および第２側部パネル１３０、１７
０を連結する湾曲した縁部１２０、１４０、１６０、１８０を含む。より具体的にはこの
例では 容器１００の湾曲した縁部１２０、１４０、１６０、１８０それぞれは容器１０
０の対応する隣接する前部パネル、後部パネル第１および第２側部パネル１１０、１５０
、１３０、１７０を連結する。この例では容器１００は、前部パネル１１０を第１側部パ
ネル１３０に連結する第１湾曲縁部１２０と、第１側部パネル１３０を後部パネル１５０
に連結する第２湾曲縁部１４０と、後部パネル１５０を第２側部パネル１７０に連結する
第３湾曲縁部１６０と、第２側部パネル１７０を前部パネル１１０に連結する第４湾曲縁
部１８０とを含む。　
【００２４】
　容器１００は紙巻きタバコ、シガーまたはシガリロなどの喫煙品用のチェンバー１０４
を画定するまたは描出する。また容器１００は、開口部１０６を画定し、それを介して使
用の際、喫煙品をチェンバー１０４から取り出すことができる。この例では開口部１０６
は、容器１００の第１端部１０１にあり、端部パネル（図示せず）は、容器１００の第１
端部１０１から反対の容器１００の第２端部１０２にある。従って、この例では容器１０
０の第１端部１０１は、容器１００の開口端部１０１であり、容器１００の第２端部１０
２は、容器１００の閉鎖端部１０２である。　
【００２５】
　この例では容器１００は、長尺であり、容器１００の前部パネル、後部パネル、第１お
よび第２側部パネル１１０、１５０、１３０、１７０のそれぞれは、容器１００の長手方
向において長尺である。さらにこの例では容器１００の第１～第４の湾曲した縁部１２０
、１４０、１６０、１８０のそれぞれは、容器１００の長手方向において長尺である。即
ち第１～第４の湾曲した縁部１２０、１４０，１６０、１８０のそれぞれは、容器１００
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の長手方向に平行である長手方向を有する。この例では容器１００の第１～第４の湾曲し
た縁部１２０、１４０、１６０、１８０のそれぞれの長手方向は、容器１００の対応する
第１～第４の湾曲した縁部１２０、１４０、１６０、１８０の曲率半径に実質的に垂直で
ある。この例では容器１００の第１～第４の湾曲した縁部１２０、１４０、１６０、１８
０のそれぞれは、対応する湾曲した縁部の全長に沿って実質的に一定の曲率半径を有する
。
【００２６】
　内方フレーム２００が容器１００のチェンバー１０４内から容器１００の開口部１０６
を介して突出している。従って、この例では内方フレーム２００の第１部分２０１は、チ
ェンバー１０４内に位置し、内方フレーム２００の第２部分２０２は、チェンバー１０４
の外側に位置する。内方フレーム２００は、前部２１０と、前部２１０の第１側部２１１
から延びた第１側部２３０と、前部２１０の第２側部２１２から延びた第２側部２５０と
を含む。この例では前部２１０は容器１００の前部パネル１１０に平行であり、当接する
。一部の例では内方フレーム２００の前部２１０は、接着剤などによって容器１００の前
部パネル１１０に貼り付けられてもよい。この例では前部の上縁部は非直線であり、使用
時にパッケージ１０から喫煙品を取りやすくするために内方フレームの前部２１０内に切
れ込んでいる。　
【００２７】
　この例では内方フレーム２００の第１側部２３０は、容器１００の第１側部パネル１３
０と当接し、内方フレーム２００の第２側部２７０は、容器１００の第２側部パネル１７
０と当接する。内方フレームの第１および第２側部２３０、２７０は前部２１０の第１お
よび第２側部２１１、２１２から内方フレーム２００の対応する自由端部２８０、２９０
へと延びている。内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０についてさらに以下に説
明する。一部の例では 内方フレームの第１および第２側部２３０、２７０は、それぞれ
接着剤などによって容器１００の第１側部および第２側部パネル１３０、１７０に貼り付
けられてもよい。　
【００２８】
　蓋３００は前部パネル３１０と、後部パネル３５０と、第１側部パネル３３０と、第２
側部パネル３７０と、端部パネル３９０とを含む。この例では蓋３００の前部および後部
パネル３１０、３５０は、蓋３００の対向する主パネルであり、蓋３００の第１および第
２側部パネル３３０、３７０は蓋３００の副パネルである。また蓋３００は、蓋３００の
前部パネル、後部パネル、第１側部パネルおよび第２側部パネル３１０、３５０、３３０
、３７０を連結する湾曲した縁部３２０、３４０、３６０、３８０を含む。より具体的に
はこの例では蓋３００の湾曲した縁部３２０、３４０、３６０、３８０のそれぞれは、対
応する蓋３００の隣接する対の前部パネル、後部パネル、第１側部パネルおよび第２側部
パネル３１０、３５０、３３０、３７０を連結する。従って、この例では蓋３００は、前
部パネル３１０を第１側部パネル３３０に連結する第１湾曲縁部３２０と、第１側部パネ
ル３３０を後部パネル３５０に連結する第２湾曲縁部３４０と、後部パネルを第２側部パ
ネル３７０に連結する第３湾曲縁部３６０と、第２側部パネル３７０を第１前部パネル３
１０に連結する第４湾曲縁部３８０とを含む。　
【００２９】
　蓋３００はキャビティー３０４を画定または描出し、キャビティー３０４内への開口部
３０６を画定または描出する。この例では開口部３０６は、蓋３００の第１端部３０１に
あり、蓋３００の端部パネル３９０は、蓋３００の第１端部３０１とは反対の蓋３００の
第２端部３０２にある。従って、この例では蓋３００の第１端部３０１は、蓋３００の開
口端であり、蓋３００の第２端部３０２は、蓋３００の閉鎖端部である。　
【００３０】
　この例では蓋３００の後部パネルは、容器１００の後部パネル１５０にヒンジ式に取り
付けられ、蓋３００は容器１００に対して閉じた位置および開いた位置の間で可動になる
。即ち、蓋３００の後部パネルは、ヒンジによって容器１００の後部パネル１５０に接続



(7) JP 3226018 U 2020.4.23

10

20

30

40

50

されている。この例では容器１００と蓋３００は、一体である。この例ではヒンジは一体
成形ヒンジである。一部の例ではヒンジは一体成形ヒンジ以外のものであってもよい。図
１では蓋３００を開いた位置に示している。　
【００３１】
　蓋３００が容器１００に対して閉じた位置にあるとき、蓋が容器１００の開口部１０６
を塞ぐ。さらに蓋３００が容器１００に対して閉じた位置にあるとき、内方フレーム２０
０は蓋３００のキャビティー３０４内に突出する。即ちこの例では、内方フレーム２００
の第２部分２０２の少なくとも一部は、蓋３００が閉じた位置にあるとき、開口部３０６
を介して蓋３００のキャビティー３０４内に突出する。これは蓋３００が閉じた位置にあ
るときにパッケージ１に剛性を付与するのに役立つ。蓋３００が容器３００に対して開い
た位置にあるとき、蓋３００は容器１００の開口部１０６を塞がない。この例では蓋３０
０が開いた位置にあるとき、容器１００のチェンバー１０４はパッケージ１の外部から開
口部１０６を介して触れることができ、これにより使用時にユーザーが開口部１０６を介
してチェンバー１０４から喫煙品を取り出すことができる。それに対して蓋が閉じた位置
にあるとき、この例では蓋３００は、パッケージ１の外側から開口部１０６を介して容器
１００のチェンバー１０４に触れられないようにする。従って、パッケージ１が運ばれて
いるときなどに使用時に喫煙品がチェンバー１０４から気づかずに落ちてしまうのが妨げ
られる。　
【００３２】
　この例では 内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０は、容器１００の第１側部
および第２側部パネル１３０、１７０から離れている。これは、蓋３００を開いた位置か
ら閉じた位置へと容器に対して移動させる際に蓋３００の第１および第２側部パネル３３
０、３７０が内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０に接触するのを避けるのに役
立つ。即ち、この例では蓋３００は、蓋３００の第１および第２側部パネル３３０、３７
０が内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０と接触せずに開いた位置から閉じた位
置へと容器１００に対して移動することができる。これは蓋３００が開いた位置から閉じ
た位置への移動が内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０によって妨げられるまた
は邪魔されるのを避けるのに役立つ。　
【００３３】
　この例では容器１００と蓋３００の前部パネル、後部パネル、第１側部パネルおよび第
２側部パネル１１０、１５０、１３０、１７０、３１０、３５０、３３０、３７０は平面
である。従って、パッケージ１は、容器１００および蓋３００の湾曲した縁部１２０、１
４０、１６０、１８０、３２０、３４０、３６０、３８０は別として実質的に長方形の外
観を有する。　
【００３４】
　この例では蓋３００の湾曲した縁部３２０、３４０、３６０、３８０間で測定される蓋
３００の前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネル３１０、３５０、３３０、
３７０のそれぞれの幅は、容器１００の湾曲した縁部１２０、１４０、１６０、１８０間
で測定される容器１００の前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネル１１０、
１５０、１３０、１７０のそれぞれの幅に等しい。さらにこの例では蓋３００の前部およ
び第１側部パネル３１０、３３０間、蓋３００の後部および第１側部パネル３５０、３３
０間、蓋３００の前部および第２側部パネル３１０、３７０間および蓋３００の後部およ
び第２側部パネル３５０、３７０間の蓋３００の湾曲した縁部３２０、３４０、３６０、
３８０それぞれの半径は、容器１００の前部および第１側部パネル１１０、１３０間、容
器１００の後部および第１側部パネル１５０、１３０間、容器１００の前部および第２側
部パネル１１０、１７０間および後部および第２側部パネル１５０、１７０間の容器１０
０の湾曲した縁部の対応する半径に等しい。従って、この例では蓋３００が閉じた位置に
あるとき、容器１００の前部パネル、後部パネル、第１および第２側部パネル１１０、１
５０、１３０、１７０および容器１００の第１～第４湾曲縁部１２０、１４０、１６０、
１８０は、それぞれ蓋３００の前部パネル、後部パネル、第１側部パネルおよび第２側部
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パネル３１０、３５０、３３０、３７０および蓋３００の第１～第４湾曲縁部３２０、３
４０、３６０、３８０と整列する。これは蓋３００が閉じた位置にあるときにパッケージ
１に剛性および滑らかな外観を付与するのに役立つ。　
【００３５】
　この例では内方フレーム２００の第１側部２３０は、第１部分２３１と第２部分２３２
を有する。さらにこの例では内方フレーム２００の第２側部２７０は、第１部分２７１と
第２部分２７２を有する。第１および第２側部２３０、２７０それぞれの第２部分２３２
、２７２は、内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０を含む。第１および第２側部
２３０、２７０の第１部分２３１、２７１は、容器１００の第１側部および第２側部パネ
ル１３０、１７０のそれぞれと実質的に平行であり、当接し、第１および第２側部２３０
、２７０の第２部分２３２、２７２は、第１および第２側部パネル１３０、１７０それぞ
れから離れている。　
【００３６】
　図１および２に示すパッケージ１などの一部例では内方フレームの第１および第２側部
２３０、２７０は、前部２１０の第１および第２側部２１１、２１２それぞれから延びた
対応する縁部を含む。他の例ではこれら湾曲した縁部のそれぞれを１つの面取りされた縁
部または複数の面取りされた縁部に変えてもよい。一部の例では内方フレームの第１およ
び第２側部２３０、２７０は内方フレーム２００の前部２１０と直角に合わさってもよい
。
【００３７】
　図１および２に示す例では内方フレームの第１および第２側部２３０、２７０のそれぞ
れは、第１および第２部分２３１、２７１、２３２、２７２を連結する対応する面取りさ
れた縁部２４０、２６０を含む。図１および２に示す例それぞれの変型例である他の例で
は内方フレームの第１および第２側部２３０、２７０は、それぞれ図３の例に示すように
第１および第２部分２３１、２７１、２３２、２７２を連結する対応する複数の面取りさ
れた縁部２４０、２４１、２６０、２６１を含んでもよい。図３は、図２の内方フレーム
の第１および第２部分２３１、２７１、２３２、２７２を連結する対応する複数の面取り
された縁部２４０、２４１、２６０、２６１の代わりに内方フレーム２００の第１および
第２部分２３１、２７１、２３２、２７２を連結する対応する複数の面取りされた縁部２
４０、２４１、２６０、２６１を設けたことを除いて図１および２に示したパッケージ１
と同じであるパッケージ２の容器１００と内方フレーム２００の断面を略式に示している
。
【００３８】
　図１および２に示した例のさらなる変型例である他の例では１つ以上の面取りされた縁
部の代わりに内方フレームの第１および第２側部２３０、２７０は、それぞれ図４に示す
ような第１および第２部分２３１、２７１、２３２、２７２をそれぞれ連結する湾曲した
縁部２４５、２６５を含んでもよい。図４は、図２の内方フレーム２００の第１および第
２部分２３１、２７１、２３２、２７２をそれぞれ連結する面取りされた縁部２４０、２
６０の代わりに内方フレーム２００の第１および第２部分２３１、２７１、２３２、２７
２を連結する対応する湾曲した縁部２４５、２６５を設けた以外は図１および２に示した
パッケージ１と同じであるパッケージ３の容器１００と内方フレーム２００の略式断面図
である。一部の例では内方フレーム２００のこれら湾曲した縁部２４５、２６５のそれぞ
れは、容器１００の第２および第３の湾曲した縁部１４０、１６０のそれぞれの半径より
僅かに小さい半径を有し、内方フレーム２００の湾曲した縁部２４５、２６５が容器１０
０の第２および第３の湾曲した縁部１４０、１６０に嵌るようにしてもよい。　
【００３９】
　一部の例では内方フレーム２００の第１側部２３０の第１および第２部分２３１、２３
２は、代わりに直角または鋭角で合わさってもよい。同様に一部の例では内方フレーム２
００の第２側部２７０の第１および第２部分２７１、２７２は、代わりに直角または鋭角
で合わさってもよい。　
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【００４０】
　図１～４に示したパッケージ１、２、３などの一部の例では、第１および第２側部２３
０、２７０それぞれの第２部分２３２、２７２は、内方フレーム２００の前部２１０と実
質的に平行である。一部のこのような例では内方フレーム２００の前部２１０と第１およ
び第２側部２３０、２７０の対応する第２部分２３２、２７２ 喫煙品の束が容器１００
のチェンバー１０４に配置された際に喫煙品の束の両側に配置されてもよい.　
【００４１】
　図１～４に示したパッケージ１、２、３などの一部の例では、第１および第２側部２３
０、２７０の第２部分２３２、２７２は、容器１００の後部パネル１５０と実質的に平行
であり、当接する。一部の例ではこの構成は容器１００の剛性を増すことに役立つ。図１
～４に示したパッケージ１、２、３などの一部の例では、第１および第２側部２３０、２
７０の第２部分２３２、２７２は、蓋が閉じた位置にあるとき蓋３００の後部パネルと当
接する。一部の例ではこの構成は蓋３００が閉じた位置にあるときパッケージ１、２、３
の剛性を高めるのに役立つ。　
【００４２】
　図１～４に示した例の変更例である他の例では、内方フレームの第１および第２側部２
３０、２７０は、容器１００の対応する第１側部および第２側部パネル１３０、１７０と
当接せず、これらから離れている。　
【００４３】
　上述の例では内方フレームの第１および第２側部２３０、２７０の第１および第２部分
２３１、２７１、２３２、２７２のそれぞれは平面である。他の例では必ずしもそうでな
くてもよい。例えば、一部の例では第１部分２３１、２７１は、湾曲面などの非平面であ
ってもよい。一部の例では第２部分２３２、２７２は、湾曲面などの非平面であってもよ
い。　
【００４４】
　一部の例では内方フレーム２００の第１および第２側部２３０、２７０の第１部分２３
１、２７１は、接着剤などによって容器１００の対応する第１側部および第２側部パネル
１３０、１７０に貼り付けられてもよい。　
【００４５】
　上述の例では内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０は互いに離れている。その
結果、内方フレーム２００を形成する際に使用される材料は少なくてすむ。しかしながら
、一部の例では内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０は互いに接触してもよい。
これにより使用時にパッケージ１、２、３の内容物の保護の強化に役立つ。　
【００４６】
　図１～４に示すパッケージ１、２、３では 内方フレーム２００の自由端部２８０、２
９０は容器１００の後部パネル１５０と当接する。これは開いた位置から閉じた位置への
蓋３００の移動が、内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０が例えば蓋３００の第
１および第２側部パネル３３０、３７０と自由端部２８０、２９０が接触することによっ
て確実に妨害されないようにすることに役立つ。一部の例では 内方フレーム２００の自
由端部２８０、２９０は、接着剤などによって容器１００の後部パネル１５０に貼り付け
られてもよい。　
【００４７】
　図１～４に示したパッケージ１、２、３それぞれに対応する変形例などの一部の例では
パッケージ１、２、３は、容器１００のチェンバー１０４に喫煙品の束を含んでもよい。
一部の例では内方フレーム２００は、喫煙品の束の周囲を部分的に、少なくとも部分的に
または完全に延びてもよい。一部の例では束は喫煙品と喫煙品の周囲を部分的、少なくと
も部分的または完全に延びたラッパーを含む。ラッパーは金属箔を含む材料などのバリア
ー材で作製されたものであってもよい。ラッパーは喫煙品を保存するために気密封止され
てもよい。ラッパーは喫煙品に触れられるように取り外せてもよく、あるいはラッパーは
喫煙品に触れるために開封したあと再度閉じられるものであってもよい。図５はチェンバ
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ー１０４に喫煙品の束を有する図１のパッケージ１０を示している。喫煙品の束は、喫煙
品と喫煙品の周囲を少なくとも部分的に延びたラッパー４００とを含む。内方フレーム２
００の自由端部２８０、２９０は離れているので、パッケージ１０の内方フレーム２００
は喫煙品の束の周囲を部分的に延びている。　
【００４８】
　図１～４に示したパッケージ１、２、３それぞれのような一部の例では内方フレーム２
００は、ラミネート加工された紙、ラミネート加工されたカード、板紙、ボール紙などの
ラミネート加工された材料で作製されたものであってもよい。一部のこのような例では内
方フレーム２００の自由端部２８０、２９０は、こすられたりまたは叩かれたり、そして
特に端が叩かれると剥離しやすい場合がある。このような剥離によって蓋３００と容器１
００のその後の相対移動が妨げられ、内方フレーム２００またはパッケージ１、２、３を
弱体化させ、パッケージ１、２、３の視覚的注目度が損なわれる場合がある。内方フレー
ム２００の自由端部２８０、２９０を容器１００の第１および第２側部パネル１３０、１
７０から間隔を空けることで 蓋３００の第１および第２側部パネル３３０、３７０が、
開いた位置から閉じた位置へ蓋３００が移動している間、内方フレーム２００の自由端部
２８０、２９０と接触したり、こすったり、叩いたりしにくくなる。従って、これはパッ
ケージ１、２、３の使用中の内方フレーム２００が剥離するリスクを軽減することに役立
つ。
【００４９】
　一部の例では容器１００および／または蓋３００は繊維材から作製されてもよく、この
場合繊維材の繊維の大半または全ては容器１００および／または３００の湾曲した縁部の
長手方向に実質的に平行に配向されている。例えば、図１～５に示したパッケージ１、２
、３それぞれにおいて、容器１００と蓋３００はそのような繊維材から作製されている。
繊維材は、例えば紙、カード、板紙、ボール紙などであってもよい。この繊維の配向によ
って製造時に容器１００および／または蓋３００の湾曲した縁部に確実に滑らかな湾曲を
付与するのに役立つ。しかしながら、そのような繊維の配向は、それにより得られる容器
１００および／または蓋３００がそれとは別の材料で作製されたまたは湾曲縁部以外の縁
部を有する容器１００および／または蓋３００より構造的な剛性が弱くなる場合がある。
従って、容器１００および／または蓋３００は、特にパッケージ１、２、３が蓋３００を
容器１００に対して閉じた位置に移動させる操作がされている時により撓みやすくなる。
従って、このような例では内方フレーム２００の自由端部２８０、２９０が容器１００の
第１および第２側部パネル１３０、１７０から離れているという特徴を設けることは、蓋
３００が内方フレーム２００の剥離のリスクとなり得る開いた位置から閉じた位置への移
動させる際に蓋３００の第１おおび第２側部パネル３３０、３７０が内方フレーム２００
の自由端部と接触しないようにするのに役立つ。　
【００５０】
　図１のパッケージ１の容器１００と蓋３００を組合せたものは図６に示すブランク１０
から形成してもよい。ブランク１０は、複数の折り曲げ線を有する紙、カード、板紙、ボ
ール紙などのシート材を含む。ブランク１０は大きなシート材から切り取られたものであ
ってもよい。ブランク１０は容器１００と蓋３００の組合せを形成するために折り曲げ線
１１に沿って折り曲げ可能である。容器１００の湾曲した縁部１２０、１４０、１６０、
１８０および蓋３００の湾曲した縁部３２０、３４０、３６０、３８０は、複数の密に間
隔をおいて配されている折り曲げ線または脆弱化された線でブランク１０を曲げたり折っ
たりして形成してもよい。この例ではブランク１０は、複数のタブ１２を含み、これらは
シート材を所望の最終構造に保持するためにブランク１０の他の部分に接着剤などによっ
て固定可能である。図１および２のパッケージ１の内方フレーム２００は図７に示すブラ
ンク２０から形成してもよい。ブランク２０は、紙、カード、板紙、ボール紙などのシー
ト材を含んでもよく、それは複数の折り曲げ線２１を有する。ブランク２０は大きなシー
ト材から切り取られたものであってもよい。ブランク２０は内方フレーム２００を形成す
るために折り曲げ線２１に沿って折り曲げ可能である。ブランク１０、２０は折り曲げ線
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１１、２１に沿って折り曲げ可能であり、図１および２に示したパッケージ１を形成する
ために互いに対して配置可能である。　
【００５１】
　図３および４のパッケージ２、３の容器１００は、図６に示すブランク１０から形成し
てもよい。図３および４のパッケージ２、３の内方フレーム２００は図７に示すブランク
の好適な変形例から形成してもよい。これらのブランクは、図３および４に示すようにパ
ッケージ２、３の内の１つを形成するために折り曲げ線１１、２１に沿って折り曲げ、互
いに対して配置させてもよい。　
【００５２】
　種々の問題の対処と技術の発展のため、本開示全体は種々の実施形態を例示的に示して
おり、これらの実施形態では実用新案登録請求された考案が実践され、優れた喫煙品用パ
ッケージおよびそのようなパッケージを形成するためのブランクを提供することができる
。本開示の利点および特徴は実施形態の単なる代表的な具体例であり、包括的でも排他的
でもない。これらは実用新案登録請求された特徴の理解と教示の単なる補助に提供されて
いる。当然だが、本開示の利点、実施形態、具体例、機能、特徴、構造、および／または
他の側面は本開示を実用新案登録請求の範囲に規定されたとおりに限定するあるいは実用
新案登録請求の範囲の均等物に限定すると考えるべきではなく、本開示の範囲および／ま
たは思想から乖離することなく他の実施形態を利用しても改変してもよいと考えるべきで
ある。種々の実施形態は、開示された構成要素、成分、特徴、部品、工程、手段他の組合
せを適切に備えても、これらで構成されても、基本的にこれらで構成されてもよい。また
本開示は、現在は実用新案登録請求されていないが将来実用新案登録請求される可能性が
ある他の考案を含む。　
　　

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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